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	順序
	授  業  計  画

	1
	21世紀初頭の世界はどうなるか

	2
	日本経済は回復基調をたどりつつある

	3
	米国経済の成長続く。双子の赤字の不安

	４
	コンピュータ巨人、IBMの低迷と復活

	５
	米国情報産業の勢力の変遷(マイクロソフトやネット関連企業)

	６
	欧州連合東へ拡大、東西欧州一体化へ

	７
	日米産業の特徴比較

	８
	アジアの発展、各地域の産業経済の特徴

	９
	中国、世界の工場へ、そして巨大市場の誕生へ

	1０
	東南アジアは日本の生産基地。

アジアの若者は日本にあこがれている。

	11
	東アジア共同体構想


注）お忙しい学生の方のために、授業回数を５回～６回程度に圧縮して提供する予定です。

主題と目標


　本授業では、日米欧ア４極に亘る経済産業の動向の分析を通じて国際的視野の育成を図ることとしたい。


　90年代好調を続けてきた米国経済は2000年に至りITバブルの崩壊に直面した。しかし2002年以降再び活力を取り戻している。米国経済の現在の不安は双子赤字（経常収支と財政赤字）である。


　2004年５月、EU(欧州連合)は新たに中東欧諸国等10ヶ国の加盟を受け入れ25カ国体制になった。この結果、東西欧州は統合に向かい、人口４億2千万の巨大市場が誕生することとなった。


　90年代から2002年初にかけて日本経済は長期低迷に苦しんだ。その原因は、わが国の従来の諸制度が国際化の時代にそぐわなくなったことによる。各種の改革が進められた結果、2002年以降日本経済は低迷から脱し、復活への基調をたどりつつある。


　中国政府の規制緩和政策に伴い、現在中国沿海部には先進国企業の資本が流入し、中国は「世界の工場」と化しつつある。また90年代の経済成長により、国民の生活水準は向上し、中国は｢巨大な消費市場｣としても立ち上がりつつある。


　２１世紀に入り、日本、中国、韓国、東南アジアを含めた東アジア地域に経済面の相互交流が進んでいる。「欧州連合」｢北米自由貿易圏｣に対応する｢東アジア共同体｣の構想が浮上している。東アジア地域は２１世紀前半で最も成長率の高い経済圏として各国の注目を集めている。





教材


＜テキスト＞


「ハイテクの日は昇る」


　　―21世紀初頭の世界はどうなるか―


　　　　･日本経済回復基調へ


　　　　･米国経済の成長続く、双子の赤字の不安


　　　　・欧州連合東へ拡大、東西欧州一体化へ


　　　　・中国、世界の生産基地へそして巨大市場へ


　　　　・東アジア共同体構想


　　　　　　　（関秀夫著　2005年4月発行）　　　　　　


　　　　　　　　　　プリント教材　


　　　　　　　　　　非売品、学生にのみ実費配布









